
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
日
本

サ
イ
科
学
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
真
実
は
細
部
に
宿
る
」
と
い
う
こ
と

わ
ざ
が
あ
り
、
私
は
と
き
ど
き
何
で
も

な
い
こ
と
に
も
意
識
し
て
眺
め
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

た
ま
た
ま“
意
味
”と
い
う
言
葉
を
見

つ
め
な
お
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

“
Ｘ
の
意
味
”
を
問
う
と
い
う
と
き
、

２
つ
の
場
合
が
あ
る
こ
と
に
気
が
付
き

ま
し
た
。
Ｘ
を
測
る
基
準
が
あ
る
場
合

と
な
い
場
合
で
す
。

基
準
が
あ
る
場
合
は
、
基
準
で
測
っ

た
Ｘ
の
大
き
さ
を
問
う
て
い
ま
す
。
こ

の
値
が
小
さ
い
と
意
味
が
な
い
と
い
う

の
で
す
。

他
方
の
基
準
が
な
い
場
合
は
、“
Ｘ
の

意
味
”
と
は
Ｘ
を
意
味
づ
け
る
あ
ら
た

な
軸
を
問
う
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
に
応
え
る
に
は
、
そ
の
軸
を
捜

す
大
変
な
作
業
が
続
き
ま
す
。

人
は
い
つ
か“
自
分
の
意
味
”
を
問
う

と
き
が
来
ま
す
。

見
つ
け
出
せ
る
べ
く
研
鑽
の
年
で
あ

り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

水
の
科
学
と
霊
性

　
　
　

講
師　

根
本 

泰
行 

氏

日
時	

令
和
６
年
２
月
11
日（
日
）

	
（
開
演　

午
後
１
時
）

講
演	
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場	
北
と
ぴ
あ
７
階
７
０
１
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
二
千
円（
当
日
入
会
可
）

	

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

21
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
水
に
は
今

ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

２
つ
の
性
質
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
た
。
２
つ
の
性
質
と
は
、（
１
） 

水

は
情
報
を
記
憶
し
伝
達
す
る
、（
２
） 

水
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
貯
蔵
し
変
換
す

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
７
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の

　

研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
51
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
二
月
研
究
集

　

会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
４
年
９
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
七
六
回
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　

研
究
集
会
報
告

◎
心
の
持
ち
方
が
健
康
を
決
め
る

◎
本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売

◎
関
英
男
先
生
関
連
書
籍
の
販
売

◎
袋
小
路
を
抜
け
出
す
に
は

6−1･2

　
　

年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

浪
平
博
人
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（
１
）
に
つ
い
て
は
、
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
医
学
賞
受
賞
者
で
あ
る
リ
ュ
ッ

ク
・
モ
ン
タ
ニ
エ
博
士
に
よ
っ
て
、

（
２
） 

に
つ
い
て
は
、
国
際
水
会
議
の

創
始
者
か
つ
チ
ェ
ア
マ
ン
で
あ
る
ジ
ェ

ラ
ル
ド
・
ポ
ラ
ッ
ク
博
士
に
よ
っ
て
、

科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
二
人
の
科
学
者
の
業
績
に
基

づ
い
て
、
予
備
知
識
の
な
い
方
に
も
分

か
り
や
す
く
、「
水
の
科
学
」
に
つ
い

て
の
解
説
を
行
う
。
さ
ら
に
、『
水
か

ら
の
伝
言
』『
水
は
答
え
を
知
っ
て
い

る
』
の
著
者
で
あ
る
故
・
江
本
勝
と
と

も
に
、
世
界
中
で
「
水
に
愛
感
謝
を
捧

げ
る
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
主
催
し
て
き
た

演
者
の
体
験
か
ら
、「
水
の
霊
性
」
に

つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

◎
根
本
泰
行
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

理
学
博
士
、
生
命
シ
ス
テ
ム
研
究
所

代
表
、
オ
フ
ィ
ス
・
マ
サ
ル
・
エ
モ
ト

顧
問
。
１
９
８
８
年
に
東
京
大
学
で
理

学
博
士
を
取
得
後
、
奈
良
女
子
大
学
、

東
京
農
工
大
学
、
マ
イ
ア
ミ
大
学
、
ハ

ワ
イ
大
学
な
ど
で
教
育
研
究
に
携
わ
る
。

２
０
０
２
年
よ
り『
水
か
ら
の
伝
言
』の

著
者
、
江
本
勝
の
国
際
秘
書
と
な
り
、

以
後
、「
水
の
科
学
」
と「
霊
性
」
に
関

す
る
教
育
啓
蒙
活
動
に
従
事
す
る
。

２
０
２
２
年
２
月
に
生
命
シ
ス
テ
ム

研
究
所
を
始
動
し
、『
宇
宙
の
創
造
原

理
』
な
ど
に
関
す
る
講
義
を
開
講
し
て

き
て
い
る
。◆　

　
　
　
　

◆

四
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

私
た
ち
は
超
能
力
を
ど
の
よ
う
に

と
ら
え
る
べ
き
な
の
か

～
戦
前
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
を
振

り
返
っ
て
～

　
　
　

講
師　

秋
山 

眞
人 

氏

日
時	

令
和
６
年
４
月
21
日（
日
）

	

（
開
演　

午
後
１
時
）

講
演	

午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
第
一
研
修
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員
二
千
円
（
当
日
入
会
可
）

一
般
三
千
円　

学
生
一
千
円

講
演
内
容

超
能
力
現
象
に
は
、
心
と
物
質
の
つ

な
が
り
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
問
題

な
ど
様
々
な
他
の
超
常
現
象
と
の
つ
な

が
り
が
考
察
で
き
、
ま
た
、
今
後
の
未

来
予
測
や
経
済
と
絡
む
重
大
な
問
題
が

関
わ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
「
命
」
の
根
本
に
関
わ
る

問
題
で
も
あ
り
な
が
ら
、
な
ぜ
解
明
が

難
し
い
の
か
、
そ
の
あ
た
り
を
探
っ
て

ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り
説
か

れ
て
い
な
い
実
用
的
な
超
能
力
の
実
践

法
も
で
き
れ
ば
ご
紹
介
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
欄
を
ご
覧
い
た
だ
く

と
分
か
り
ま
す
が
、
秋
山
眞
人
氏
は

１
９
７
０
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
日
本
に

お
け
る
超
能
力
ブ
ー
ム
で
中
心
に
な
っ

て
活
躍
さ
れ
た
能
力
者
で
も
あ
り
、
ま

た
サ
イ
や
未
知
能
力
の
研
究
者
で
も
あ

り
、
ま
た
企
業
等
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も

多
数
し
て
お
ら
れ
る
こ
の
分
野
で
長
く

マ
ル
チ
に
活
躍
さ
れ
て
き
ま
し
た
第
一

人
者
で
す
。

今
回
本
部
例
会
と
し
ま
し
て
、
長
時

間
の
御
講
演
と
質
疑
応
答
時
間
を
取
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆

様
は
、
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘
い
し
て

是
非
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◎
秋
山
眞
人
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
６
０
年
静
岡
県
下
田
市
生
ま

れ
。
射
手
座
。
精
神
世
界
の
長
老
と
も
、

ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
と
も
い
わ
れ
る
。

13
歳
の
頃
に
神
秘
体
験
。
後
、

１
９
７
４
年
に
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
の
来
日

と
と
も
に
、
超
能
力
少
年
と
し
て
メ
デ

ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
警
察
官
、

郵
政
事
務
官
と
い
う
２
つ
の
公
務
員
生

活
を
経
て
（
７
年
間
）、
上
京
。
商
社
、

出
版
社
勤
務
を
経
て
、
教
育
ビ
ジ
ネ
ス

の
現
場
で
ノ
ウ
ハ
ウ
研
究
を
重
ね
る
。

並
行
し
て
、
現
在
で
は
日
本
最
古
と
な

る
潜
在
未
知
能
力
の
実
用
性
研
究
を
行

う
研
究
所
を
運
営
。
そ
の
間
、
２
誌
の

雑
誌
の
編
集
長
を
兼
務
す
る
。

「
人
の
才
能
や
個
性
」
を
良
い
感
情

で
引
き
出
し
た
り
、
よ
り
強
化
す
る
こ

と
、
そ
し
て
な
に
よ
り
、
人
を
自
由
と

幸
せ
の
領
域
に
案
内
す
る
の
が
天
命
で

あ
る
と
い
う
。
お
も
し
ろ
い
人
に
会
う

の
が
趣
味
。
出
版
25
周
年
の
イ
ベ
ン
ト

で
は
、
日
本
中
の
各
分
野
の
セ
レ
ブ
が

２
０
０
人
以
上
か
け
つ
け
た
ほ
ど
で
あ

る
。国

内
の
大
学
で
は
心
理
学
、
哲
学
、

宗
教
学
を
学
び
、
大
正
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
宗
教
学
博
士
課
程
前
期
修
了

（
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
は
、
大
正
期
に

お
け
る
霊
術
及
び
霊
術
家
の
研
究
）。

他
に
海
外
の
大
学
か
ら
哲
学
と
心
理
学

の
分
野
で
名
誉
学
位
を
受
け
、
客
員
教

2
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授
で
も
あ
る
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
７
回　

占
星
学
と
運
命
創
造

学
の
研
究
分
科
会

日
時	

令
和
６
年
１
月
14
日（
日
）

	

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場 	

北
と
ぴ
あ
８
階
８
０
３
会
議
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費	

会
員 

一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

一
般 

二
千
円　

学
生 

一
千
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
後
述
の
★
欄　

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
参
加
予
約
願　

い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

２
０
２
４
年
木
星
と
土
星
の
進

行
に
よ
る
未
来
予
測
と
個
人
の

運
勢
診
断
＋
ヒ
ー
リ
ン
グ
グ
ッ

ズ
・
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
の
紹
介

　
　
　

講
師　

瀬
尾 

泰
範 

氏

占
星
学
に
お
い
て
、
木
星
は
１
つ
の

星
座
を
１
年
で
通
過
し
、
土
星
は
１
つ

の
星
座
を
２
年
半
で
通
過
し
ま
す
。
両

星
と
も
大
惑
星
で
長
期
間
同
じ
星
座
に

お
り
ま
す
の
で
、
社
会
的
に
も
大
き
な

影
響
を
与
え
ま
す
し
、
各
個
人
に
は
年

単
位
の
影
響
を
与
え
ま
す
。

個
人
の
出
生
時
に
お
け
る
太
陽
、

月
、
水
星
、
金
星
、
火
星
の
位
置
に
対

す
る
木
星
・
土
星
の
配
置
が
そ
の
人
の

運
勢
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
の

で
、
そ
の
見
方
を
解
説
し
、
ご
質
問
に

お
答
え
し
ま
す
。

過
去
に
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研

究
分
科
会
に
参
加
さ
れ
、
ご
自
分
の
ホ

ロ
ス
コ
ー
プ（
出
生
天
宮
図
）を
も
っ
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
ご
持
参
願
い
ま
す
。

初
め
て
参
加
さ
れ
て
、
ご
自
分
（
あ

る
い
は
ご
子
息
等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ

を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
出
生

デ
ー
タ
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
当
日
お
渡

し
し
て
、
診
断
に
利
用
で
き
ま
す
。

（
１
人
分
無
料
）

さ
ら
に
２
０
０
０
年
代
に
開
発
し
ま

し
た
ヒ
ー
リ
ン
グ
＋
浄
化
グ
ッ
ズ
で
あ

る
「
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
」
を
ご
紹
介
し
、

皆
様
に
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
」
は
そ
れ
ぞ
れ
効

能
の
違
う
７
色
の
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
と

五
芒
星
・
六
芒
星
を
組
み
合
わ
せ
た
カ

ラ
ー
＋
形
態
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
す

る
グ
ッ
ズ
で
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
方
々

に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
長
年
使
っ
た
方

か
ら
修
理
依
頼
も
来
て
お
り
ま
す
。

今
回
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
７
色
の

「
フ
ォ
ー
ス
ラ
イ
ト
・
レ
イ
ン
ボ
ウ
」

を
体
験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

★
分
科
会
ご
参
加
希
望
の
方
は
、
１
月

10
日（
水
）ま
で
に
左
記
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
宛
に
予
約
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
ご
希
望
の
方
は
早
め
が

有
り
難
い
で
す
。

info23@
astro-h.com

メ
ー
ル
に
は
姓
名
と
そ
の
読
み
方
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
電
話
番
号
、
も
し

ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）
を
ご

希
望
の
方
は
「
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
希
望
」

と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
�
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
６
回 

ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

テ
ー
マ「
黄
金
持
続
：
虚
空（
こ
こ
ろ
）

と
時
空（
か
ら
だ
）」

脳
科
学
者
Ｗ
・
ペ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
博

士
が「
脳
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
こ
こ
ろ
は

プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
」
と
い
う
よ
う
に
心
身

相
関
、
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
は
繋
が
っ
て

い
る
。
見
え
な
い
世
界
と
見
え
る
世
界
、

こ
こ
ろ
と
も
の
、
唯
心
論
と
唯
物
論
、

今
回
は
森
羅
万
象
幅
広
く
、
こ
の
繋
が

り
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

日
時	

令
和
６
年
３
月
20
日（
水
・
祝
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

会
場	

北
と
ぴ
あ
７
階
第
一
研
修
室

交
通	

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
２
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端

（
赤
羽
寄
り
）の
階
段
を
下
り
改

札
口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

①
一
般  

２
０
０
０
円

	

②
サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、

	

60
歳
以
上
75
歳
未
満 

１
０
０
０
円

	

③
宇
宙
人
、
75
歳
以
上  

０
円

	

（
宇
宙
人　

認
定
は
受
付
に
て
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

◆　
　
　
　
　

◆

3
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
二
月
研

究
集
会
の
お
知
ら
せ

長
堀
ド
ク
タ
ー
が
現
代
風
に
千

島
学
説
を
語
る

　
　
　

講
師　

長
堀 
優 
氏

日
時	

令
和
６
年
２
月
24
日（
土
）

	

午
後
３
時
か
ら
約
２
時
間
半

会
場	

摂
津
市
正
雀
市
民
ル
ー
ム
、
大

会
議
室

	
https://shojyaku.net

交
通	

阪
急
京
都
線
、
正
雀
駅
か
ら
徒

歩
３
分

参
加
費　

会
場
参
加
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
と
も

	

　

会
員　

３
５
０
０
円

	

　

一
般　

４
０
０
０
円

ノ
ー
べ
ル
賞
を
取
っ
た
京
都
大
学
の

山
中
教
授
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
も
そ
の
一
つ

で
す
が
、
す
で
に
成
熟
し
た
細
胞
か
ら

細
胞
分
裂
す
る
前
の
状
態
に
逆
戻
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
幹
細
胞
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
細
胞
、
臓
器
を

作
れ
る
の
で
す
。
例
え
ば
、
皮
膚
の
細

胞
か
ら
細
胞
に
な
る
前
の
状
態
に
な

り
、
他
の
臓
器
細
胞
を
作
れ
る
の
で
す
。

幹
細
胞
は
今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ

て
来
ま
し
た
が
、
１
９
５
０
年
ご
ろ
に

幹
細
胞
を
思
わ
せ
る
事
実
を
発
見
し
て

い
た
人
が
い
ま
し
た
。
そ
の
方
は
千
島

学
説
で
知
ら
れ
て
い
る
生
物
学
者
の
千

島
喜
久
男
で
す
。

千
島
博
士
は
自
ら
行
っ
た
数
多
く
の

実
験
結
果
を
も
と
に
、
細
胞
は
有
機
物

か
ら
自
然
発
生
的
に
新
生
す
る
と
い
う

「
細
胞
新
生
説
」、
核
を
持
た
な
い
赤
血

球
は
核
を
得
て
ど
の
よ
う
な
細
胞
に
で

も
な
り
得
る
万
能
幹
細
胞
で
あ
り
、
す

べ
て
の
体
細
胞
に
変
化
す
る
可
能
性
を

秘
め
て
い
る
、
大
量
出
血
後
な
ど
の
危

機
的
な
状
況
を
迎
え
る
と
体
細
胞
は
再

び
赤
血
球
に
逆
戻
り
す
る
、
と
す
る

「
血
球
可
逆
説
」、
造
血
は
主
と
し
て
腸

で
行
わ
れ
る
「
腸
造
血
説
」
な
ど
を
唱

え
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
が
従
来
の
常
識
を
覆
さ
れ

る
よ
う
な
説
で
、
荒
唐
無
稽
と
も
思
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
最
新
の
Ｅ

Ｓ
細
胞
や
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
な
ど
幹
細
胞
研

究
は
千
島
学
説
を
彷
彿
と
さ
せ
る
内
容

が
実
に
多
い
の
で
す
。

千
島
博
士
は
、
細
胞
が
崩
壊
し
た
無

構
造
な
状
態
を
モ
ネ
ラ
と
命
名
し
、
新

た
に
細
胞
を
生
み
出
す
原
因
物
質
と
考

え
ま
し
た
。

長
堀
先
生
は
、
脾
臓
を
取
り
出
し
て

壊
れ
た
自
己
の
脾
臓
を
そ
の
ま
ま
移
植

す
る
実
験
を
し
ま
し
た
。
細
胞
が
崩
壊

し
た
壊
死
組
織
が
モ
ネ
ラ
と
な
り
、
細

胞
を
新
た
に
生
み
出
し
た
の
で
す
。
そ

の
現
象
は
幹
細
胞
の
考
え
方
な
ら
説
明

で
き
ま
す
。

突
き
詰
め
る
と
こ
れ
は
細
胞
分
裂
を

経
ず
に
細
胞
が
増
殖
す
る
現
象
で
す
。

こ
れ
を
広
く
解
釈
す
れ
ば
物
質
か
ら
生

命
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

長
堀
先
生
の
実
験
や
他
の
人
の
研

究
、
経
験
を
通
し
て
千
島
学
説
の
持
つ

可
能
性
等
を
皆
さ
ん
に
お
話
す
る
講
座

で
す
。
乞
う
ご
期
待
。

◎
長
堀
優
先
生
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

群
馬
大
学
医
学
部
卒
業
、
横
浜
市
大
消

化
器
腫
瘍
外
科
学
教
室
に
入
局
、
平
成

5
年
ド
イ
ツ
・
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
医
科
大

学
に
留
学
、
そ
の
後
、
横
浜
市
立
み
な

と
赤
十
字
病
院
外
科
部
長
、
横
浜
船
員

保
険
病
院
（
現JCH

O

横
浜
保
土
ヶ
谷

中
央
病
院
）副
院
長
な
ど
を
経
て
平
成
27

年
よ
り
院
長
、
日
本
消
化
器
外
科
学
会

指
導
医
、
日
本
臨
床
外
科
学
会
評
議
員

著
書
「
見
え
な
い
世
界
の
科
学
が
医
療

を
変
え
る
」「
い
ざ
霊
性
の
時
代
へ
」

「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
に
よ
る
古
代
史
の
謎

解
き
」等

※
懇
親
会
、
キ
ャ
ン
セ
ル
ポ
リ
シ
ー
も　

あ
り
ま
す
。

以
下
申
し
込
み
を
参
照
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は

会
場
参
加
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
受
講
も
含
め
て
、

https://form
s.gle/Hm

r6FLoxEC4jen6

申
し
込
み
受
付
後
に
振
込
先
を
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

最
終
受
付
は
２
月
20
日
（
振
込
は
２
月

20
日
）ま
で

※zoom

リ
ン
ク
は
２
／
23
（
金
）
の

夜
９
時
頃
メ
ー
ル
し
ま
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
４
年
９
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

こ
の
世
の
人
生
で
活
躍
、
満
足

す
る
方
法
と
は
？

　
　
　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

4
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最
初
に
結
論
を
言
い
ま
す
。

人
生
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
っ
て
情
熱
な

ん
で
す
よ
ね
。
あ
と
は
過
去
世
の
カ
ル

マ
の
積
算
値
と
そ
の
人
の
魂
の
波
動
の

高
さ
。
こ
の
掛
け
算
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
て

る
感
じ
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
過
去
世
も

あ
る
ん
だ
け
ど
、
情
熱
の
あ
る
人
は
結

構
上
手
く
い
く
ん
で
す
。
あ
と
波
動
の

高
い
人
も
す
ご
く
上
手
く
い
っ
て
い
る

と
い
う
、
こ
の
掛
け
算
が
も
の
す
ご
く

効
い
て
る
。

従
っ
て
、
自
分
の
人
生
は
過
去
世
に

悪
い
こ
と
を
し
た
か
ら
悪
い
の
で
は
な

い
の
で
す
。
過
去
世
だ
か
ら
変
え
ら
れ

な
い
と
思
い
、
変
え
ら
れ
な
い
か
ら
諦

め
て
る
方
が
結
構
い
る
ん
で
す
け
ど
、

（
私
の
と
こ
ろ
へ
来
る
と
多
少
書
き
変

え
ら
れ
ま
す
が
）、
い
や
あ
に
は
か
ら

ん
や
人
生
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
は
こ
の
情

熱
の
後
も
説
明
し
ま
す
け
ど
、
何
で
も

い
い
っ
て
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

仕
事
に
燃
え
て
な
く
て
も
う
ま
く
行

く
人
は
一
杯
い
る
ん
で
す
。
趣
味
に
燃

え
て
る
だ
け
で
も
本
当
に
う
ま
く
い
く

人
っ
て
一
杯
い
て
で
す
ね
。
本
当
に
何

故
上
手
く
い
く
ん
で
す
か
っ
て
い
う
く

ら
い
で
す
。

過
去
世
も
よ
く
な
い
、
波
動
も
普
通

だ
け
ど
、
会
社
を
３
つ
経
営
し
て
も
の

す
ご
く
儲
か
っ
て
る
人
が
い
ま
す
。

で
、
そ
の
人
が
ど
う
い
う
人
か
と
言
っ

た
ら
結
局
日
本
の
ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な
ん
で
す
よ
。

世
界
第
３
位
で
す
が
、
世
界
一
に
な

り
た
い
と
い
う
そ
の
情
熱
は
す
ご
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。「
優
勝
し
た
ら
い
く

ら
も
ら
え
る
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞
い

た
ら「
２
５
０
０
ド
ル
で
す
。」

２
５
０
０
ド
ル
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
で

開
催
さ
れ
る
大
会
な
ん
で
、
ア
メ
リ
カ

へ
行
く
の
に
３
０
０
０
ド
ル
は
優
に
か

か
る
か
ら
勝
っ
て
も
損
な
ん
で
す
。

た
だ
彼
は
世
界
ト
ッ
プ
に
な
り
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
燃
え
て
る

か
ら
す
ご
く
人
生
う
ま
く
い
っ
て
い
る

ん
で
す
。

彼
の
過
去
世
の
カ
ル
マ
を
見
た
っ
て

普
通
な
ん
で
す
よ
ね
。
普
通
と
い
う
か
、

特
に
大
き
い
こ
と
し
た
わ
け
で
も
な
い

し
、
悪
い
こ
と
を
し
た
わ
け
で
も
な
い
。

だ
か
ら
人
生
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
っ
て
情

熱
が
す
ご
い
高
い
だ
け
で
、
結
構
上
手

く
い
っ
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

だ
か
ら
人
生
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
を
後

で
定
義
出
し
ま
す
け
れ
ど
、
成
果
の
よ

う
な
も
の
で
、
こ
れ
も
個
人
の
感
想
な

の
で
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
イ
チ
ロ
ー
の

ケ
ー
ス
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
多
分

す
ご
く
バ
ラ
つ
く
ん
で
す
。
超
お
金
持

ち
の
人
も
別
に
満
足
は
し
て
い
な
い
ん

で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
そ
れ
は
端
か
ら
見

て
評
価
を
し
て
る
ん
で
す
ね
。

あ
と
、
情
熱
は
さ
っ
き
言
い
ま
し
た

よ
う
に
、
仕
事
に
対
す
る
情
熱
だ
け
で

は
な
く
、
各
種
の
事
柄
に
対
す
る
情
熱

を
意
味
し
ま
す
。

例
え
ば
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
た
だ
で
も
も
の
す
ご
く

働
く
と
い
う
情
熱
が
あ
る
人
、
民
生
委

員
な
ん
か
も
そ
う
で
す
よ
ね
。
ほ
ぼ
無

償
の
努
力
な
ん
で
す
け
ど
、
あ
あ
い
う

こ
と
を
し
て
い
る
人
っ
て
、
人
生
結
構

上
手
く
い
っ
て
る
ん
で
す
よ
。
燃
え
て

る
ん
で
す
ね
。
本
当
に
全
然
仕
事
と
関

係
な
い
ん
で
す
け
ど
ね
。

過
去
世
の
カ
ル
マ
の
積
算
は
、
過
去

5
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世
で
行
っ
て
き
た
プ
ラ
ス
も
マ
イ
ナ
ス

も
含
む
積
算
値
と
い
う
こ
と
で
、
後
で

も
う
一
つ
細
か
く
説
明
し
ま
す
け
ど
、

過
去
世
の
カ
ル
マ
の
積
算
は
一
応
今
回

は
５
世
代
見
て
５
世
代
の
プ
ラ
ス
と
マ

イ
ナ
ス
と
積
算
値
を
足
し
た
形
で
評
価

し
て
い
ま
す
。

あ
と
、
波
動
は
心
、
幽
体
、
肉
体
か

ら
の
影
響
が
あ
る
波
動
を
意
味
し
ま

す
。
と
い
う
こ
と
で
、
心
の
波
動
っ
て

簡
単
に
言
う
と
、
波
動
が
高
い
人
っ
て

神
様
み
た
い
な
感
覚
で
す
。

新
宿
で
沢
山
の
ビ
ル
を
お
持
ち
の
方

が
で
す
ね
。
最
初
に
私
の
と
こ
ろ
に
来

て
、
動
物
の
写
真
を
見
せ
て
く
る
ん
で

す
よ
。

猿
と
鳥
で
す
。

「
飛
沢
先
生
、
こ
の
猿
知
っ
て
ま
す

か
？
」私「
知
り
ま
せ
ん
」

「
だ
め
だ
な
あ
、
こ
の
鳥
知
っ
て
ま

す
か
？
」
私
「
い
や
、
初
め
て
見
ま
し

た
」「
だ
め
だ
な
あ
、
こ
の
猿
も
鳥
も

絶
滅
危
惧
種
で
す
。
も
う
あ
と
こ
の
猿

は
30
頭
し
か
い
な
い
し
、
鳥
も
50
羽
し

か
い
な
い
。」

「
こ
れ
は
人
間
が
横
暴
だ
か
ら
、
こ

う
い
う
ふ
う
に
動
物
が
い
な
く
な
る
ん

で
す
。
私
は
そ
れ
を
何
と
か
助
け
た
い

の
で
、
ビ
ル
を
一
杯
持
っ
て
い
て
、
ビ

ル
を
一
個
売
っ
て
、
ア
フ
リ
カ
に
自
分

の
名
前
が
付
い
た
繁
殖
の
公
園
を
作
っ

て
い
る
ん
で
す
。」

そ
の
方
は
と
に
か
く
絶
滅
危
惧
種
を

こ
の
世
か
ら
減
ら
し
た
い
と
い
う
。
だ

か
ら
自
分
の
お
金
は
全
部
そ
れ
に
投
入

し
て
る
ん
だ
っ
て
言
っ
て
ま
す
。

そ
れ
で
も
う
既
に
ビ
ル
を
一
個
、
ト

キ
の
孵
化
に
タ
ダ
で
使
っ
て
い
ま
し
た
。

「
飛
沢
さ
ん
、
ト
キ
は
ご
存
知
で
す

よ
ね
。」私「
知
っ
て
ま
す
。」

「
あ
れ
は
学
名
『
ニ
ッ
ポ
ニ
ア
・
ニ

ッ
ポ
ン
』
で
す
か
ら
、
あ
れ
が
い
な
く

な
っ
た
ら
日
本
は
な
く
な
る
っ
て
こ
と

な
ん
で
す
よ
」
と
、
恐
ろ
し
い
こ
と
言

っ
て
ま
し
た
。

だ
か
ら
感
覚
的
に
言
う
と
、
神
様
と

話
し
て
る
み
た
い
な
感
じ
な
ん
で
す
よ
。

「
も
っ
と
地
球
の
こ
と
を
考
え
て
く

だ
さ
い
」っ
て
怒
ら
れ
ま
し
た
。

「
一
番
ま
と
も
だ
と
思
っ
て
調
べ
て

こ
ち
ら
に
来
た
ん
だ
け
ど
大
し
た
こ
と

な
い
で
す
ね
」っ
て
言
わ
れ
ま
し
て
、

「
い
や
、
す
ご
い
な
ぁ
」
と
思
い
ま

し
た
。

そ
の
人
に
「
と
こ
ろ
で
ど
う
し
て
う

ち
に
来
た
ん
で
す
か
？
」
っ
て
聞
き
ま

し
た
ら
、「
実
は
私
、
ど
ん
な
病
気
も

治
せ
る
ん
で
す
。
自
分
の
会
社
の
部
下

の
家
族
の
ガ
ン
を
全
員
治
し
ま
し
た
。」

私
「
ど
う
や
っ
て
治
す
ん
で
す
か
？
」

と
聞
き
ま
し
た
ら
、「
そ
の
人
を
意
識

す
る
と
が
ん
が
黒
く
見
え
る
か
ら
、
指

で
ピ
ン
っ
て
弾
く
と
全
部
治
っ
て
く
る

ん
で
す
よ
。
そ
れ
が
ど
う
し
て
で
き
る

か
分
か
ら
な
い
か
ら
あ
な
た
の
と
こ
ろ

に
教
え
て
も
ら
い
に
来
た
ん
で
す
よ
。」

と
言
っ
た
ん
で
す
。

私
が「
波
動
が
高
い
ん
で
す
よ
。
あ
な

た
の
波
動
は
神
と
同
じ
な
ん
で
す
。
だ

か
ら
治
せ
る
ん
で
す
。」っ
て
言
い
ま
し

た
が
、
で
も
納
得
し
て
お
ら
れ
な
い
よ

う
で
し
た
。「
で
も
ま
あ
そ
う
だ
ろ
う
」

み
た
い
な
こ
と
言
っ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
人
ね
、
ほ
ん
と
に
す
ご
い
ん
で

す
よ
。「
何
人
治
し
ま
し
た
か
？
」
と

聞
く
と
、「
数
十
人
は
治
し
て
る
な
。

社
員
の
家
族
も
全
員
治
し
た
」
っ
て
言

っ
た
ん
で
す
。

「
じ
ゃ
あ
、
ヒ
ー
ラ
ー
や
っ
て
く
だ

さ
い
よ
」っ
て
、
私
が
言
い
ま
す
と
、

「
そ
ん
な
暇
な
い
で
す
。
そ
ん
な
人

間
を
助
け
る
よ
り
か
は
絶
滅
危
惧
種
で

す
」
っ
て
、
そ
の
辺
合
っ
て
る
の
か
な

と
思
い
ま
し
た
け
ど
ね
。（
笑
）

た
だ
い
つ
も
視
点
は
地
球
規
模
な
感

じ
で
す
ね
。
で
、
お
金
は
す
ご
い
あ
り

ま
す
。
何
千
億
っ
て
あ
る
ん
で
す
か

ね
。
彼
が
言
っ
て
ま
し
た
。

「
新
宿
に
は
昔
、［
ビ
ル
王
］
っ
て
い

う
の
が
10
人
い
た
、
私
も
そ
の
一
人
だ

っ
た
。
９
人
は
遺
産
相
続
で
何
か
い
ろ

い
ろ
や
り
ま
す
ね
。
土
地
を
借
り
て
ビ

ル
を
建
て
て
売
る
っ
て
い
う
の
や
っ
て

い
た
ら
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
全
員

自
己
破
産
し
ま
し
た
。

私
は
そ
ん
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
税

金
を
ち
ゃ
ん
と
払
っ
て
や
っ
て
い
く
、

そ
れ
が
い
い
こ
と
な
ん
で
す
」と
。

私
は
「
す
ご
い
人
だ
な
」
と
思
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
今
新
宿
の
ビ
ル
を
個
人

で
持
っ
て
る
方
は
、
そ
の
方
だ
け
で
、

他
の
方
は
み
ん
な
銀
行
と
建
設
会
社
に

取
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
な
こ
と
を
言

っ
て
お
り
ま
し
た
。

と
い
う
こ
と
で
、
人
生
を
決
め
る
因

子
っ
て
い
う
の
は
こ
の
３
つ
。
先
に
答

え
を
言
い
ま
し
た
。

因
子
が
こ
う
い
う
の
が
あ
る
と
、
そ

も
そ
も
我
々
が
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
と

い
う
話
を
し
ま
す
。

我
々
の
歴
史
は
宇
宙
の
歴
史
と
い
う

こ
と
で
、
大
阪
の
ド
ク
タ
ー
の
橋
本
先

生
の
「
気
当
て
」
と
い
う
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
教
え
て
い
た
だ
い
て
、
私
も
使
う
ん

で
す
け
れ
ど
、
気
当
て
で
そ
の
人
の
胸

の
魂
の
と
こ
ろ
、
ど
こ
か
ら
来
た
っ
て

い
う
の
が
全
部
わ
か
る
ん
で
す
よ
。

銀
河
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
ア
ン
ド
ロ

メ
ダ
と
か
Ｍ
10
と
か
Ｍ
70
番
台
と
か
Ｍ

6
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１
０
０
番
台
と
か
い
ろ
い
ろ
な
遠
い
星

か
ら
来
て
、
で
も
今
ち
ょ
う
ど
こ
の
地

球
に
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

我
々
は
新
し
い
時
代
を
創
る
た
め
の

成
長
を
す
る
た
め
に
こ
こ
に
い
る
！
と

い
う
の
は
実
は
宇
宙
の
歴
史
で
そ
う
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。何

故
地
球
に
来
た
の
か
？

・
宇
宙
に
生
ま
れ
た
魂
は
最
初
と
て
も　

自
由
で
、
肉
体
が
無
く
ど
こ
で
何
を　

し
て
も
よ
か
っ
た

・
自
由
故
に
、
愛
と
そ
の
逆
の
エ
ネ
ル　

ギ
ー
が
生
ま
れ
た

・
愛
の
逆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
強
く
、
宇　

宙
を
破
壊
し
始
め
た

・
そ
こ
で
宇
宙
で
生
ま
れ
た
魂
に
成
長　

が
必
要
に
な
っ
た

こ
れ
は
「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」
で
す
。

「
ス
タ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
」っ
て
ね
、
本
当
に

こ
の
辺
の
話
が
ち
ゃ
ん
と
映
画
に
な
っ

て
る
し
、
愛
の
逆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
す
。

宇
宙
を
破
壊
し
始
め
た
ダ
ー
ク
サ
イ
ド

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ
ね
。
ダ
ー
ス
・
ベ
イ

ダ
ー
で
す
よ
。
あ
れ
も
出
て
ま
す
。

そ
こ
で
生
ま
れ
た
魂
に
成
長
が
必
要

に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
地
球
と
い

う
場
を
作
っ
て
肉
体
を
持
っ
て
苦
労
す

る
と
い
う
「
地
球
創
成
期
」
が
始
ま
っ

た
ん
で
す
。

地
球
創
成
期
Ⅰ

・
宇
宙
の
魂
達
の
成
長
の
た
め
、
霊
的　

に
成
長
し
た
マ
ス
タ
ー
た
ち
が
会
議　

を
し
て
、
魂
の
成
長
の
場
を
設
計
し　

た
・
そ
の
設
計
さ
れ
た
場
を
地
球
と
し
た

・
地
球
で
生
ま
れ
る
事
で
多
く
の
悪
い　

魂
達
の
宇
宙
カ
ル
マ
を
１
万
分
の
１　

程
度
に
軽
減
措
置
法
が
施
行
さ
れ
た

・
多
く
の
悪
い
魂
達
も
地
球
に
送
ら
れ　

た　

だ
か
ら
地
球
は
刑
務
所
と
も
言　

わ
れ
て
い
る

カ
ル
マ
軽
減
措
置
法
っ
て
い
う
ん
で

地
球
に
生
ま
れ
る
と
、
あ
ん
た
は
星
を

３
つ
ぐ
ら
い
爆
発
し
ち
ゃ
っ
た
け
ど
、

許
し
て
あ
げ
る
よ
っ
て
こ
と
で
地
球
に

来
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

多
く
の
悪
い
魂
も
地
球
に
送
ら
れ
て

る
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
、
結
構
地
球
は

刑
務
所
っ
て
言
わ
れ
る
ん
で
す
ね
。

僕
は
あ
ん
ま
り
分
か
っ
て
な
か
っ
た

ん
だ
け
ど
、
最
近
、
よ
く
分
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
結
構
暴
れ
ん
坊
は
こ

の
世
の
中
に
一
杯
い
る
ん
で
す
よ
。

日
本
に
は
あ
ま
り
い
な
い
ん
だ
け

ど
、
ア
メ
リ
カ
に
私
は
駐
在
員
で
住
ん

で
い
ま
し
た
け
れ
ど
、
本
当
に
怖
い
と

こ
ろ
で
す
よ
、
ア
メ
リ
カ
っ
て
。
１
年

に
１
回
は
ホ
ー
ル
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
ま
す

か
ら
ね
。
結
構
怖
い
と
こ
ろ
で
す
ね
。

地
球
創
成
期
Ⅱ

・
そ
の
地
球
で
の
霊
的
な
指
導
者
達
を　

選
定
し
て
シ
ス
テ
ム
を
組
み
入
れ
た

・
多
く
の
天
使
達
の
中
で
も
っ
と
も
優　

れ
た
ル
シ
フ
ァ
ー
が
悪
魔
役
を
拝
命　

し
た

・
地
球
で
は
肉
体
を
持
ち
、
痛
み
、
生　

命
維
持
、
死
な
ど
多
く
の
苦
し
み
と　

苦
悩
を
与
え
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
た

・
悪
い
事
を
す
る
と
悪
い
事
が
返
っ
て　

く
る
カ
ル
マ
の
法
則
を
設
定
し
た

・
そ
れ
は
即
ち
、
良
い
事
を
す
る
と
良　

い
事
が
返
っ
て
く
る
シ
ス
テ
ム
で
も　

あ
る

私
も
、
い
ろ
い
ろ
死
ん
だ
直
後
の
人

と
ず
っ
と
話
す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

お
通
夜
に
行
く
と
、
う
ち
の
父
も
２
年

前
に
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
降
り

て
き
て
ご
き
げ
ん
で
し
た
。
お
じ
さ
ん

も
ガ
ン
で
死
ん
だ
ん
で
す
け
ど
、
す
ご

い
ご
き
げ
ん
で
す
っ
ご
く
い
い
ら
し
い

で
す
よ
。
あ
ち
ら
の
世
界
は
全
然
違
う

ん
で
、
早
く
帰
れ
ば
よ
か
っ
た
と
い
う

意
見
も
あ
る
く
ら
い
で
す
ね
。

悪
い
こ
と
を
す
る
と
悪
い
こ
と
が
返

っ
て
く
る
カ
ル
マ
の
法
則
を
設
定
し
て

い
ま
す
か
ら
、
や
は
り
人
を
助
け
る
と

後
で
助
け
て
も
ら
い
ま
す
。
人
を
い
じ

め
る
と
後
で
い
じ
め
ら
れ
る
と
い
う
、

そ
う
い
う
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
る
。

そ
れ
が
地
球
に
生
ま
れ
て
生
き
て
、
魂

へ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
ね
。
良
い
こ

と
を
す
る
と
良
い
こ
と
が
返
っ
て
く
る

シ
ス
テ
ム
で
も
あ
る
ん
で
す
ね
。

魂
の
成
長
期
の
失
敗

・
ム
ー
、
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
、
レ
ム
リ　

ア
と
い
う
肉
体
を
持
っ
た
魂
の
修
行　

の
時
代
は
残
念
な
が
ら
失
敗
に
終
わ　

っ
た

7
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・
失
敗
の
本
質
は
肉
体
を
持
っ
た
人
間　

に
霊
能
力
が
あ
っ
た
か
ら
と
分
析
さ　

れ
た

・
そ
こ
で
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
の
時
代
と
な　

り
、
無
理
や
り
男
女
を
創
り
、
多
く　

の
制
約
を
設
け
霊
能
力
を
封
印
し
た

今
我
々
が
い
る
時
代
っ
て
い
う
の
は

無
理
や
り
男
と
女
を
作
っ
て
、
多
く
の

制
約
を
設
け
、
霊
能
力
を
封
印
し
た
っ

て
い
う
の
が
、
我
々
が
生
き
て
い
る
時

代
の
本
質
な
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
ム
ー

と
か
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
と
か
レ
ム
リ
ア

っ
て
中
性
な
ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
魂
の

男
女
の
差
が
な
い
ん
で
す
。

２
０
１
３
年
か
ら
ア
セ
ン
シ
ョ
ン
だ

と
い
う
こ
と
で
、
地
球
の
波
動
が
回
っ

て
る
ん
で
、
こ
の
辺
の
霊
体
が
一
杯
出

て
き
て
る
ん
で
す
よ
ね
。
特
に
レ
ム
リ

ア
の
霊
体
が
日
本
に
多
く
て
、
こ
れ
は

西
麻
布
、
六
本
木
に
一
杯
い
る
ん
で
す

よ
。
何
故
だ
か
分
か
ら
な
い
け
ど
、
す

ご
く
い
ま
す
ね
。

こ
れ
も
気
当
て
す
る
と
レ
ム
リ
ア
ハ

ン
ド
と
か
ム
ー
ハ
ン
ド
が
あ
る
と
、
過

去
生
ま
れ
た
か
ど
う
か
が
分
か
り
ま
す
。

六
本
木
に
住
ん
で
る
人
っ
て
、
お
金
持

ち
も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
レ
ム
リ
ア

の
霊
体
が
多
い
で
す
ね
。

実
は
男
と
女
は
、
も
と
も
と
魂
は
中

性
な
の
に
男
と
女
に
分
け
て
る
の
で
、

ど
ち
ら
を
や
っ
て
も
な
ん
か
フ
ィ
ッ
ト

し
な
い
ん
で
す
よ
。
だ
い
た
い
交
互
に

生
ま
れ
る
ん
で
す
よ
。
男
女
男
女
男
女

っ
て
生
ま
れ
る
ん
で
す
け
ど
、
ど
ち
ら

で
生
ま
れ
て
も
な
ん
か
フ
ィ
ッ
ト
し
な

い
ん
で
す
ね
。
な
ん
か
違
う
な
っ
て
い

う
感
じ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

こ
の
男
女
が
分
離
し
て
る
の
を
統
合

す
る
と
霊
能
力
が
戻
る
ん
で
す
よ
。
だ

か
ら
あ
の
お
姉
キ
ャ
ラ
の
方
は
、
結
構

霊
能
力
も
引
き
寄
せ
の
力
と
か
す
ご
く

あ
る
ん
で
す
ね
。
マ
ツ
コ
デ
ラ
ッ
ク
ス

と
か
ち
ょ
っ
と
発
言
と
か
す
ご
い
で
し

ょ
。
テ
レ
ビ
に
よ
く
出
て
く
る
け
ど
、

あ
れ
統
合
し
よ
う
と
し
て
る
ん
で
す
よ
。

本
人
が
霊
能
力
を
出
す
ん
で
、
引
き
寄

せ
の
法
則
が
す
ご
い
ん
で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
こ
れ
非
常
に
説
明
が
難
し

い
と
こ
ろ
で
タ
ン
ト
ラ
と
か
も
そ
う
な

ん
で
す
け
ど
、
や
は
り
性
の
統
合
な
ん

で
す
。
自
分
の
男
性
性
と
女
性
性
を
い

か
に
統
合
す
る
か
で
霊
能
力
が
す
ご
く

出
て
く
る
ん
で
す
ね
。

男
と
女
の
存
在
を
統
合
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
ア
ダ
ム
と
イ

ブ
時
代
の
本
質
と
い
う
の
は
統
合
す
る
。

自
分
の
中
に
あ
る
男
性
性
と
女
性
性
を

統
合
す
る
と
い
う
の
が
す
ご
く
重
要
に

な
る
と
い
う
こ
と
が
我
々
の
霊
的
な
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
り
ま
す
。

で
、
先
ほ
ど
言
っ
た
情
熱
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
情
熱
を
上
げ
れ

ば
す
べ
て
上
手
く
い
く
ん
で
す
よ
、
間

違
い
な
く
。
た
だ
情
熱
が
上
が
ら
な
い

人
が
多
い
ん
で
す
よ
ね
。

と
に
か
く
自
分
が
燃
え
る
も
の
を
見

つ
け
る
こ
と
が
、
人
生
う
ま
く
い
く
割

と
早
い
近
道
な
ん
で
す
ね
。
何
で
も
い

い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
趣
味
で
燃
え

て
い
る
人
は
結
構
人
生
が
生
き
て
ま
す
。

仕
事
で
も
興
味
の
あ
る
も
の
に
ト
ラ

イ
し
て
、
違
う
と
思
っ
た
ら
長
く
続
け

な
く
て
も
い
い
の
で
次
の
事
に
ト
ラ
イ

し
て
「
こ
れ
だ
！
」
と
い
う
も
の
が
見

つ
か
っ
た
ら
全
力
で
ス
キ
ル
を
磨
く
よ

う
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
七
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

宇
宙
時
代
の
新
人
類
開
発

　
　
　

講
師　

エ
リ
コ
・
ロ
ウ 

氏

8

う
感
じ
が
あ
る
ん
で
す
ね
。

こ
の
男
女
が
分
離
し
て
る
の
を
統
合

す
る
と
霊
能
力
が
戻
る
ん
で
す
よ
。
だ

か
ら
あ
の
お
姉
キ
ャ
ラ
の
方
は
、
結
構

霊
能
力
も
引
き
寄
せ
の
力
と
か
す
ご
く

あ
る
ん
で
す
ね
。
マ
ツ
コ
デ
ラ
ッ
ク
ス

と
か
ち
ょ
っ
と
発
言
と
か
す
ご
い
で
し

ょ
。
テ
レ
ビ
に
よ
く
出
て
く
る
け
ど
、

あ
れ
統
合
し
よ
う
と
し
て
る
ん
で
す
よ
。

本
人
が
霊
能
力
を
出
す
ん
で
、
引
き
寄

せ
の
法
則
が
す
ご
い
ん
で
す
ね
。

ち
ょ
っ
と
こ
れ
非
常
に
説
明
が
難
し

い
と
こ
ろ
で
タ
ン
ト
ラ
と
か
も
そ
う
な

ん
で
す
け
ど
、
や
は
り
性
の
統
合
な
ん

で
す
。
自
分
の
男
性
性
と
女
性
性
を
い

か
に
統
合
す
る
か
で
霊
能
力
が
す
ご
く

出
て
く
る
ん
で
す
ね
。

男
と
女
の
存
在
を
統
合
す
る
こ
と
が

重
要
だ
と
い
う
。
だ
か
ら
ア
ダ
ム
と
イ

ブ
時
代
の
本
質
と
い
う
の
は
統
合
す
る
。

自
分
の
中
に
あ
る
男
性
性
と
女
性
性
を

統
合
す
る
と
い
う
の
が
す
ご
く
重
要
に

な
る
と
い
う
こ
と
が
我
々
の
霊
的
な
バ

ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
り
ま
す
。

で
、
先
ほ
ど
言
っ
た
情
熱
と
は
何
か

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
情
熱
を
上
げ
れ

ば
す
べ
て
上
手
く
い
く
ん
で
す
よ
、
間

違
い
な
く
。
た
だ
情
熱
が
上
が
ら
な
い

人
が
多
い
ん
で
す
よ
ね
。

と
に
か
く
自
分
が
燃
え
る
も
の
を
見

つ
け
る
こ
と
が
、
人
生
う
ま
く
い
く
割

と
早
い
近
道
な
ん
で
す
ね
。
何
で
も
い

い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
趣
味
で
燃
え

て
い
る
人
は
結
構
人
生
が
生
き
て
ま
す
。

仕
事
で
も
興
味
の
あ
る
も
の
に
ト
ラ

イ
し
て
、
違
う
と
思
っ
た
ら
長
く
続
け

な
く
て
も
い
い
の
で
次
の
事
に
ト
ラ
イ

し
て
「
こ
れ
だ
！
」
と
い
う
も
の
が
見

つ
か
っ
た
ら
全
力
で
ス
キ
ル
を
磨
く
よ

う
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆

◆

第
四
七
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

宇
宙
時
代
の
新
人
類
開
発

講
師

エ
リ
コ
・
ロ
ウ

氏

開
催
日

令
和
５
年

月

日(

土)

11

11

会
場

摂
津
市
正
雀
市
民
ル
ー
ム
、
大

会
議
室

は
じ
め
に
イ
ン
ト
ロ
と
し
て
人
類
の

起
源
、
宇
宙
の
歴
史
と
構
造
に
関
す
る

最
新
諸
説
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
，
Ｅ
Ｔ
関
係
の
最

新
情
報
な
ど
宇
宙
情
報
の
ト
レ
ン
ド
か

ら
始
ま
り
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
開
発
し
た
リ
モ

ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ(

遠
隔
透
視)

の
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
は
講
師

が
何
か
の
写
真
が
入
っ
て
い
る
封
筒
を

持
っ
て
来
ま
す
。
中
身
は
講
師
も
知
ら

な
い
で
す
。
こ
れ
は
指
導
す
る
講
師
の

脳
に
あ
る
情
報
を
読
み
取
ら
れ
な
い
よ

う
に
と
の
配
慮
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

事
で
す
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。

一
つ
の
封
筒
の
中
の
写
真
を
透
視
し

た
印
象
を
ド
ン
ド
ン
尋
ね
て
行
き
ま
し

た
。
実
際
に
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
。
封

筒
の
中
の
写
真
を
透
視
す
る
と
意
識
し

ま
す
。

そ
の
上
で
封
筒
の
中
の
写
真
に
何
が

写
っ
て
い
る
か
？
を
さ
ら
に
意
識
し
て

も
ら
う
た
め
に
講
師
は
参
加
者
に
多
数

の
質
問
を
し
て
来
ま
す
。

何
か
音
が
鳴
る
よ
う
な
物
、
ど
ん
な

匂
い
、
ど
ん
な
音
、
何
の
た
め
に
存
在

す
る
、
美
し
い
も
の
、
汚
い
も
の
、
古

い
も
の
、
ど
ん
な
時
代
の
感
じ
、
な
ど

多
数
の
質
問
か
ら
感
じ
た
内
容
を
紙
に

ス
ケ
ッ
チ
し
て
も
ら
い
ま
す
。

結
果
が
出
た
ら
参
加
者
で
ど
の
よ
う

な
内
容
や
感
じ
で
あ
っ
た
か
を
シ
ェ
ア

し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
自

分
の
感
じ
た
内
容
を
シ
ェ
ア
し
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
封
筒
の
中
の
写
真
を
出

し
て
ど
の
程
度
合
っ
て
い
た
か
を
各
自

で
検
討
し
て
貰
い
ま
す
。

次
は
ペ
ア
に
な
っ
て
一
人
が
何
が
描

い
て
あ
る
か
？
上
記
の
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
尋
ね
役
と
な
り
、
も
う

一
人
が
封
筒
の
写
真
内
容
を
読
み
取
っ

て
筆
記
し
ま
す
。
一
通
り
終
わ
っ
た
ら

交
代
し
ま
す
。

最
後
に
同
じ
く
封
筒
の
写
真
を
出
し

て
答
え
合
わ
せ
で
す
。

一
般
人
だ
か
ら
キ
ッ
チ
リ
と
１
０
０
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開
催
日　

令
和
５
年
11
月
11
日（
土
）

会
場　

摂
津
市
正
雀
市
民
ル
ー
ム
、
大

　
　
　

会
議
室

は
じ
め
に
イ
ン
ト
ロ
と
し
て
人
類
の

起
源
、
宇
宙
の
歴
史
と
構
造
に
関
す
る

最
新
諸
説
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
Ｅ
Ｔ
関
係
の
最

新
情
報
な
ど
宇
宙
情
報
の
ト
レ
ン
ド
か

ら
始
ま
り
、
Ｃ
Ｉ
Ａ
が
開
発
し
た
リ
モ

ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
（
遠
隔
透
視
）
の

実
習
を
行
い
ま
し
た
。

リ
モ
ー
ト
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
で
は
講
師

が
何
か
の
写
真
が
入
っ
て
い
る
封
筒
を

持
っ
て
来
ま
す
。
中
身
は
講
師
も
知
ら

な
い
で
す
。
こ
れ
は
指
導
す
る
講
師
の

脳
に
あ
る
情
報
を
読
み
取
ら
れ
な
い
よ

う
に
と
の
配
慮
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た

事
で
す
が
重
要
だ
そ
う
で
す
。

一
つ
の
封
筒
の
中
の
写
真
を
透
視
し

た
印
象
を
ド
ン
ド
ン
尋
ね
て
行
き
ま
し

た
。
実
際
に
は
こ
ん
な
感
じ
で
す
。
封

筒
の
中
の
写
真
を
透
視
す
る
と
意
識
し

ま
す
。

そ
の
上
で
封
筒
の
中
の
写
真
に
何
が

写
っ
て
い
る
か
？
を
さ
ら
に
意
識
し
て

も
ら
う
た
め
に
講
師
は
参
加
者
に
多
数

の
質
問
を
し
て
来
ま
す
。

何
か
音
が
鳴
る
よ
う
な
物
、
ど
ん
な

匂
い
、
ど
ん
な
音
、
何
の
た
め
に
存
在

す
る
、
美
し
い
も
の
、
汚
い
も
の
、
古

い
も
の
、
ど
ん
な
時
代
の
感
じ
、
な
ど

多
数
の
質
問
か
ら
感
じ
た
内
容
を
紙
に

ス
ケ
ッ
チ
し
て
も
ら
い
ま
す
。

結
果
が
出
た
ら
参
加
者
で
ど
の
よ
う

な
内
容
や
感
じ
で
あ
っ
た
か
を
シ
ェ
ア

し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
自

分
の
感
じ
た
内
容
を
シ
ェ
ア
し
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
封
筒
の
中
の
写
真
を
出

し
て
ど
の
程
度
合
っ
て
い
た
か
を
各
自

で
検
討
し
て
貰
い
ま
す
。

次
は
ペ
ア
に
な
っ
て
一
人
が
何
が
描

い
て
あ
る
か
？
上
記
の
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
な
角
度
か
ら
尋
ね
役
と
な
り
、
も
う

一
人
が
封
筒
の
写
真
内
容
を
読
み
取
っ

て
筆
記
し
ま
す
。
一
通
り
終
わ
っ
た
ら

交
代
し
ま
す
。

最
後
に
同
じ
く
封
筒
の
写
真
を
出
し

て
答
え
合
わ
せ
で
す
。

一
般
人
だ
か
ら
キ
ッ
チ
リ
と
１
０
０
％

写
真
を
透
視
を
出
来
る
ま
で
は
い
き
ま

せ
ん
が
、
当
た
ら
ず
と
言
え
ど
も
遠
か

ら
ず
の
人
は
結
構
居
ま
し
た
。

次
は
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
Ｅ
Ｔ
や
Ｕ

Ｆ
Ｏ
か
ら
の
信
号
を
捉
え
る
実
習
で
す
。

先
ず
は
Ｅ
Ｔ
や
Ｕ
Ｆ
Ｏ
か
ら
ト
ラ
ン
シ

ー
バ
ー
へ
の
信
号
を
捉
え
た
音
を
ビ
デ

オ
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
ガ
ガ
と
言

う
信
号
音
で
す
が
、
自
然
が
発
し
た
音

や
機
器
の
音
で
は
な
く
宇
宙
人
が
意
図

し
て
発
し
た
信
号
音
だ
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
実
習
で
は
、
エ
リ
コ
さ
ん
が

持
っ
て
来
た
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
で
受
信

音
を
聞
き
ま
し
た
。
ビ
デ
オ
と
同
じ
よ

う
に
ガ
ガ
ガ
と
言
う
信
号
が
入
っ
て
来

ま
し
た
。
エ
リ
コ
さ
ん
の
話
で
は
Ｅ
Ｔ

や
Ｕ
Ｆ
Ｏ
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
し
て
来
る
音
だ
そ
う
で
す
。
エ
リ
コ

さ
ん
は
そ
の
音
が
ど
ん
な
意
味
か
を
翻

訳
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
か
ら
も
質
問
し
て
良
い
と
の

こ
と
で
、
代
表
し
て
橋
本
和
哉
が
、
地

球
か
ら
見
て
太
陽
系
よ
り
遠
く
か
ら
来

ま
し
た
か
？
と
尋
ね
る
と
、
そ
れ
に
対

し
て
時
々
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
が
反
応

し
て
音
を
立
て
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
は
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
宇
宙

人
映
像
の
紹
介
で
し
た
。

・
エ
ジ
プ
ト
時
代
か
ら
遺
跡
に
描
か
れ　

た
Ｕ
Ｆ
Ｏ

・
マ
ヤ
の
遺
跡
か
ら
も
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
描
か　

れ
て
い
る

・
頭
が
後
ろ
に
長
く
伸
び
て
い
る
古
代　

の
人
の
頭
は
宇
宙
人
の
影
響

・
宇
宙
人
の
写
真

・
宇
宙
人
の
顔

・
ナ
チ
ス
が
作
っ
て
い
た
宇
宙
船
写
真

な
ど
で
し
た
。

最
後
は
ア
ス
ト
ラ
ル
ト
ラ
ベ
ル
と
言

っ
て
瞑
想
誘
導
し
て
貰
い
な
が
ら
瞑
想

の
中
で
宇
宙
探
索
し
て
い
き
ま
す
。
10

分
程
度
の
短
時
間
で
で
き
ま
す
。
見
た

映
像
が
本
当
か
ど
う
か
自
信
な
い
人
が

多
か
っ
た
か
ら
か
見
た
内
容
を
積
極
的

に
発
表
す
る
人
は
少
な
か
っ
た
で
す

が
、
そ
れ
な
り
に
映
像
は
見
え
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。

残
っ
た
時
間
は
質
疑
応
答
に
当
て
ら

れ
ま
し
た
。

9
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講
座
後
は
会
場
で
懇
親
会
が
行
わ
れ

歓
談
の
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

◆　
　
　
　
　

◆

心
の
持
ち
方
が
健
康
を
決
め
る

　
　
　
　
　
　
　

森
安 
政
仁

私
は
42
年
間
、
無
料
に
て
全
国
の

方
々
の
心
身
の
お
悩
み
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
自
分
の
心
の
勉
強

の
た
め
で
す
。
現
代
の
医
学
で
は
治
す

こ
と
が
難
し
い
頭
痛
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、

し
び
れ
な
ど
、
体
に
表
れ
る
不
調
の
原

因
が
心
に
あ
る
と
考
え
て
い
る
か
ら
で

す
。そ

う
し
て
出
会
い
を
得
た
方
々
の
お

話
、
お
悩
み
を
聞
く
う
ち
に
、
人
間
の

体
の
不
調
の
原
因
の
多
く
は
、
お
お
も

と
を
た
ど
れ
ば
人
間
関
係
か
ら
く
る
ス

ト
レ
ス
、
つ
ま
り
心
の
葛
藤
が
引
き
起

こ
す
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

不
思
議
な
こ
と
で
す
が
、
私
の
経
験

で
は
、
体
の
左
側
の
肩
こ
り
、
頭
痛
な

ど
は
、
女
性
と
の
人
間
関
係
の
ス
ト
レ

ス
の
表
れ
。
右
側
の
肩
こ
り
、
頭
痛
な

ど
の
も
と
は
男
性
と
の
ス
ト
レ
ス
が
多

い
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
と
き
は
、
相
手
の
こ
と
を
理

解
し
て
、
心
が
調
和
し
て
い
く
よ
う
願

い
ま
す
。「
自
分
は
悪
く
な
い
」
と
思

っ
て
も
、
ま
ず
自
分
の
心
を
鎮
め
る
こ

と
。
す
る
と
不
調
と
い
う
現
象
が
軽
く

な
り
、
健
康
な
状
態
が
戻
っ
て
く
る
は

ず
で
す
。
い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
る
こ

と
。
そ
れ
が
幸
せ
の
基
本
で
す
。
年
を

経
て
経
験
を
積
ん
で
く
る
と
、
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
妬
み
や
恨
み
を
買
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
解

消
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
そ
し
て

互
い
に
理
解
し
あ
い
許
し
あ
え
ば
心
身

の
不
調
の
悩
み
か
ら
解
放
さ
れ
る
と
、

私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

人
生
の
本
当
の
心
友
に
つ
い
て

病
院
に
行
く
と
、
ス
ト
レ
ス
が
心
身

の
不
調
の
原
因
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
私
も
同
感
で
す
。
お
医
者
様

の
見
立
て
で
ス
ト
レ
ス
と
判
断
さ
れ
る

よ
り
も
多
く
の
人
が
、
実
際
に
ス
ト
レ

ス
に
よ
っ
て
心
身
の
健
康
を
奪
わ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

肩
こ
り
や
頭
痛
と
い
っ
た
不
調
の
多

く
は
、
人
間
関
係
か
ら
発
生
す
る
ス
ト

レ
ス
の
一
種
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自
分
は
気
づ
い
て
い
な
く
て
も
、
相
手

の
ス
ト
レ
ス
を
受
け
、
自
分
に
も
ス
ト

レ
ス
が
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

ス
ト
レ
ス
の
原
因
は
一
人
ひ
と
り
違

い
ま
す
。
で
も
基
本
の
解
決
方
法
は
共

通
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
男

女
関
係
な
く
、
本
当
に
心
を
許
し
て
話

し
合
え
る
心
友
を
も
つ
こ
と
で
す
。
互

い
に
秘
密
を
守
り
、
信
頼
関
係
に
結
ば

れ
た
付
き
合
い
で
、
心
を
空
に
す
る
時

間
が
必
要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
心
を

空
に
す
る
大
切
さ
を
、
私
は
様
々
な
人

生
経
験
の
中
で
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。

私
自
身
82
歳
に
な
り
ま
す
が
、
お
か

げ
さ
ま
で
健
康
で
自
営
業
を
営
ん
で
い

ま
す
。
健
康
は
お
金
で
は
買
え
ま
せ

ん
。
心
穏
や
か
に
生
活
し
、
調
和
の
心

で
人
間
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
。
心

友
と
語
り
合
う
時
間
を
楽
し
む
こ
と
。

感
謝
と
奉
仕
の
心
で
生
き
る
こ
と
。
そ

う
し
て
い
れ
ば
、
命
あ
る
限
り
健
康
な

毎
日
を
過
ご
し
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。

健
康
は
お
金
で
は
買
え
な
い

争
い
ご
と
を
し
て
い
る
人
は
健
康
が

保
て
な
く
な
り
ま
す
。
相
手
か
ら
妬
み

や
恨
み
、
怒
り
な
ど
が
発
せ
ら
れ
る
か

ら
で
す
。
強
い
マ
イ
ナ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
は
、
受
け
た
人
間
に
も
発
し
た
人
間

に
も
、
心
身
の
不
調
を
も
た
ら
し
ま

す
。夜

眠
れ
な
い
、
身
体
が
痛
い
、
だ
る

い
、
き
つ
い
な
ど
、
お
互
い
に
様
々
な
不

調
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

人
間
は
感
情
の
動
物
で
す
か
ら
、
言

い
た
い
こ
と
を
言
い
合
う
の
は
悪
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
時
的
に
は
ケ

ン
カ
の
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
け
れ
ど
、
そ
れ
で
す
っ
き
り
解

消
せ
ず
に
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
悪
い

関
係
が
続
い
た
り
、
心
の
中
に
言
い
た

い
こ
と
を
溜
め
続
け
た
り
す
る
と
、
長

い
年
月
の
う
ち
に
お
互
い
不
調
が
積
も

り
、
不
幸
な
人
生
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

お
金
は
食
べ
る
だ
け
あ
れ
ば
い
い
。

人
生
を
楽
し
く
愉
快
に
過
ご
す
た
め
に

は
健
康
が
第
一
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

こ
と
に
気
づ
き
、
争
い
ご
と
や
恨
み
、

妬
み
の
タ
ネ
は
早
く
解
消
し
た
い
も
の

で
す
。

特
に
い
け
な
い
の
が
、
兄
弟
姉
妹
な

ど
が
反
目
し
あ
う
財
産
争
い
で
す
。
そ

ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
限
り
幸
せ
に
は

な
れ
ま
せ
ん
。
あ
の
世
で
見
守
っ
て
く

れ
て
い
る
ご
先
祖
様
が
心
配
し
て
、
悲

し
ん
だ
り
苦
し
ん
だ
り
す
る
か
ら
で

す
。
大
切
に
敬
う
べ
き
ご
先
祖
様
を
悩

ま
せ
る
こ
と
は
不
幸
の
始
ま
り
だ
と
、

私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。

10
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世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
す

高
齢
で
も
健
康
な
人
は
、
よ
く
お
墓

参
り
を
し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
熱
心
な
人
も
多
い
で
す
。
そ
の
よ
う

に
感
謝
の
心
を
も
ち
、
人
に
尽
く
す
こ

と
に
よ
っ
て
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
出

会
い
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り
楽
し

い
人
生
が
過
ご
せ
る
と
思
う
の
で
す
。

　

先
祖
が
地
域
に
奉
仕
し
、
本
人
も
先

祖
に
感
謝
し
て
社
会
に
尽
く
す
こ
と
。

こ
れ
が
人
生
の
基
本
で
あ
り
、
道
し
る

べ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
に
で
き
る
奉

仕
を
す
る
こ
と
、
恵
ま
れ
な
い
人
を
助

け
る
こ
と
で
、
自
分
の
生
命
力
も
伸
び

る
よ
う
に
私
に
は
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
生
き
方
こ
そ
を
徳
と
し
て
ま
っ

と
う
し
て
い
け
ば
、
次
の
子
孫
も
徳
を

い
た
だ
き
、
大
難
は
小
難
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
命
を
い
た
だ
い
た
父
母
に
感

謝
し
、
孝
行
す
る
こ
と
で
、
目
に
見
え

な
い
ご
先
祖
様
が
い
ろ
い
ろ
な
面
で
助

け
て
く
だ
さ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

私
は
成
功
を
、
自
分
の
あ
り
方
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
世
の
た
め
人
の
た
め

に
活
動
す
る
こ
と
。
そ
う
や
っ
て
徳
を

積
ん
だ
人
が
人
生
の
成
功
者
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。

健
康
も
幸
せ
も
お
金
で
は
買
え
ま
せ

ん
。
で
も
自
分
自
身
の
徳
を
積
む
こ
と

は
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。
世
の
た
め
人

の
た
め
、
心
穏
や
か
に
尽
く
す
。
そ
う

や
っ
て
積
ん
だ
徳
が
、
先
祖
、
子
孫
、

周
囲
の
人
々
、
そ
し
て
自
分
自
身
を
健

康
に
幸
せ
に
し
、
真
の
成
功
へ
と
導
い

て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

人
間
が
不
調
に
な
る
場
合
の
心
の
あ
り

方頑
固
―
ス
ト
レ
ス
―
病
気

（
１
）家
庭
の
争
い

（
２
）人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

（
３
）経
済
的
不
安

（
４
）好
き
嫌
い（
人
間
関
係
）

（
５
）仕
事
が
あ
わ
な
い

（
６
）毎
日
不
調
和
の
人

（
７
）秘
密
を
持
っ
て
い
る
人

（
８
）義
理
の
つ
き
あ
い

（
９
）愛
情
の
問
題

（
10
） 仕
事
を
し
て
い
る
時　

悪
い
方

に
行
く
場
合

（
11
）寝
つ
き
が
悪
い

（
12
）衝
動
買
い

（
13
）今
日
一
日
楽
し
く
な
い

（
14
）食
べ
過
ぎ

（
15
）お
金
が
欲
し
い

先
祖
の
喜
び
が
身
体
に
き
た
場
合
の
体

験

（
１
）頭
の
ひ
た
い
部
分
が
温
か
い
感
じ

（
２
）左
足
の
親
指
の
痛
み

（
３
）胸
に
温
か
い
感
じ
が
伝
わ
る

（
４
） 身
体
全
体
が
い
つ
も
軽
い
状
態

の
時

◆　
　
　
　
　

◆

本
部
例
会
ビ
デ
オ
映
像
販
売
の

お
知
ら
せ

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
・
音
声
フ
ァ
イ

ル
（
約
３
時
間
）
を
記
録
し
た
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
ー
で
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ほ

と
ん
ど
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
あ
る
い
は
ノ

ー
ト
型
の
ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
・
パ
ソ
コ
ン

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

価
格　

１
本
に
つ
き　

二
五
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
送
料
含
む
）

※
御
注
文
は
、
下
記
に
掲
載
の
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
（
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）、

あ
る
い
は
公
式
サ
イ
ト
ト
ッ
プ
頁
の
左

枠
の
下
に
あ
る
「
問
い
合
わ
せ
」
フ
ォ

ー
ム
か
ら
、「
２
０
○
○
年
○
月
○
○

○
○
氏
ビ
デ
オ
購
入
希
望
」
と
記
し

て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
御
注
文
願
い
ま
す
。

２
週
間
以
内
に
発
送
致
し
ま
す
。

E-m
ail office21@

psij.m
ail-box.ne.jp

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
７
・
３
３
０
・
４
０
９
１

お
支
払
い
は
、
到
着
後
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
で
８
日
以
内
に
お
振
り
込
み

い
た
だ
け
れ
ば
、
結
構
で
す
。

以
下
の
ビ
デ
オ
映
像
か
ら
、
御
注
文

願
い
ま
す
。

◎
２
０
１
５
年
１
月
本
部
例
会

　

講
師　

英
国
か
ら
の
特
別
ゲ
ス
ト

「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
Ｃ
Ｅ 

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｓ

　

ソ
ー
ス
・
コ
ー
ド
は
何
で
す
か
？
」

◎
２
０
１
５
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

根
本 

泰
行 

氏

「
水
か
ら
の
伝
言
」
と
「
新
し
い
水
の

　

科
学
」

◎
２
０
１
５
年
５
月
本
部
例
会

　

講
師　

水
華 

氏「
君
を
見
放
し
た
り　

　

は
し
な
い
―
宇
宙
神
技
点
描
画
家
―

　

水
華
の
世
界（
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
）」

　

講
師　

上
部 

一
馬 

氏

「
巨
大
地
震
を
１
週
間
前
に
つ
か
め
」

◎
２
０
１
５
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

末
武 

信
宏 

氏

「
先
端
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
医
療
＆
超　

人
を
生
む
自
律
神
経
の
開
発
」

◎
２
０
１
５
年
７
月
本
部
例
会

　

講
師　

飛
沢 

誠
一 

氏

「
見
え
な
い
世
界
の
情
報
を
如
何
に
活　

用
す
る
か
？
」

◎
２
０
１
５
年
９
月
本
部
例
会

11
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講
師　

山
田 

欽
子 

氏

「
あ
な
た
の
人
生
が
楽
し
く
な
る

　

イ
ン
ド
占
星
術
」

◎
２
０
１
５
年
10
月
第
25
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
あ
の
世
と
多
次
元
世
界
」

◎
２
０
１
５
年
11
月
本
部
例
会

　

講
師　

坪
井 

香
譲 
氏

「
野
性
と
霊
性
・
ヒ
ト
の
原
点

　
『
直
立
二
足
歩
行
』
か
ら
問
う
」

◎
２
０
１
６
年
１
月
本
部
例
会

　

講
師　

佐
々
木 

茂
美 

様

　

講
師　

佐
藤 

禎
花 

氏

　

講
師　

苗 

鉄
軍 

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
現
状
報
告
」

◎
２
０
１
６
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

正
木 

晃 

氏

「
霊
魂
観
の
現
在
」

◎
２
０
１
６
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

沖
田 

祐
美
子 

氏

「
神
々
の
謎
」

◎
２
０
１
６
年
５
月
本
部
例
会

　

講
師　

河
野 

貴
美
子 

氏

「
意
識
、
無
意
識
、
そ
し
て
潜
在
能
力　

を
脳
の
観
点
か
ら
ど
こ
ま
で
解
明
で　

き
る
か
？
」

◎
２
０
１
６
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

エ
ス
パ
ー
・
小
林 

氏

『「
運
」
が
つ
く
人
、「
霊
」
が
憑
く
人
』

◎
２
０
１
６
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀
一
雅 

氏

「7.8H
z

の
ス
ロ
ー
α
波
の
驚
異
」

◎
２
０
１
６
年
10
月

　

創
立
40
周
年
記
念
大
会

　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
地
球
外
知　

的
生
命
：
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
宇
宙
人
（
宇
宙　

人
サ
ミ
ッ
ト
）」

◎
２
０
１
６
年
12
月
本
部
例
会

　

講
師　

藤
枝 

伸
二 

氏

「
藤
枝
流
健
康
増
進
法
」

◎
２
０
１
７
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山 

佳
胤 

氏

「
私
た
ち
の
存
在
の
本
質
に
つ
い
て
、　

波
動
的
、物
質
的
視
点
か
ら
考
え
る
」

◎
２
０
１
７
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師　

池
川 

明 

氏

「
子
供
達
の
出
産
前
の
記
憶
が
教
え
て　

く
れ
る
こ
と
」

「
子
供
サ
ミ
ッ
ト
」

生
れ
る
前
の
記
憶
を
持
っ
て
い
る
子
供

た
ち
と
、
た
い
わ
士
の
南
山
み
ど
り
さ

ん
の“
た
い
け
ん
ト
ー
ク
会
”

◎
２
０
１
７
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

大
高 

ゆ
う
こ 

氏

「
自
分
も
知
ら
な
い
自
分
と
出
会
う

　

―
夢
の
チ
カ
ラ
」

　

講
師　

小
林 

敦 

氏

「
人
類
の
存
亡
を
分
け
る
も
の
」

◎
２
０
１
７
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

石
川 

允
朗 

氏

「
健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
を
科
学
的　

と
心
霊
的
、
そ
し
て
Ｓ
Ｗ
Ⅱ
に
つ
い　

て
の
実
演
」

◎
２
０
１
７
年
10
月
第
26
回
全
国
大
会

　

 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ
「
Ａ
Ｉ
を
乗　

り
越
え
る
の
は
？ A

I

［
人
工
知
能
］ 　

vs PSI

［
サ
イ
能
力
］」

◎
２
０
１
８
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

篠
浦 

伸
禎 

氏

「
覚
醒
下
手
術
か
ら
始
ま
る
統
合
医
療
」

◎
２
０
１
８
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師 

七
沢 

智
樹 

氏
、
杉
山 

彰 

氏

「
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く
未　

来
」

◎
２
０
１
８
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

由
井 

寅
子 

氏

「
体
・
心
・
魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に　

導
く 

未
来
の
医
学
『
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ホ
メ

オ
パ
シ
ー
』」

◎
２
０
１
８
年
７
月
本
部
例
会

　

講
師　

清
水 

浦
安 

氏

　
　
　
　

愛
宕 

な
み 

氏

「
天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が　

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

◎
２
０
１
８
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

秋
山 

眞
人 

氏

「
40
年
余
の
宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か　

ら
判
っ
て
き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意　

識
」

◎
２
０
１
８
年
10
月
第
27
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ「
水
と
健
康
」

◎
２
０
１
９
年
２
月
本
部
例
会

　

講
師　

東
中
川 

徹 

氏

「
エ
ピ
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
？
」

◎
２
０
１
９
年
４
月
本
部
例
会

　

講
師 

佐
々
木 

茂
美 

氏

　

佐
藤 

禎
花 

氏　

苗 

鉄
軍 

氏

「
オ
ー
ブ
研
究
の
最
近
に
つ
い
て
」

◎
２
０
１
９
年
６
月
本
部
例
会

　

講
師　

小
久
保 

秀
之 

氏

「
マ
イ
ク
ロ
Ｐ
Ｋ
現
象
の
発
生
メ
カ
ニ　

ズ
ム
に
つ
い
て
」

◎
２
０
１
９
年
９
月
本
部
例
会

　

講
師　

志
賀 

一
雅 

氏

「
脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の
共
鳴
に　

つ
い
て
」

◎
２
０
１
９
年
10
月
第
28
回
全
国
大
会

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
テ
ー
マ

「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ヒ
ー
リ
ン
グ
」

◎
２
０
２
０
年
２
月
本
部
例
会

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
） 

氏

「『
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
』
を
基
に

し
た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造（
仮
説
）

に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す

る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド
」

（
14
頁
に
続
く
）
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13

故 関英男先生のサイ関係（＋α）の主要な御著書（在庫のあるもの）

 定価    送料　
加速教育法（1990：加速学園出版部） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２１００円（300円）
加速学習法（1995：加速学園出版部） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２５５０円（200円）
サイ科学の全貌（1991：工作舎） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１９９５円（200円）
グラビトニックス（2000：加速学園出版部） ‥‥‥‥‥‥１０００円（160円）
念波（1990：加速学園出版部） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８００円（160円）
CD：生命と宇宙［講演録72分］（1998：船井ﾒﾃﾞｨｱ）  ‥‥‥３０００円（160円）
謎のオズマ計画　―ＵＦＯとの関連― （1976 USL）  ‥‥‥‥１９０円（160円）
FIVE DIMENSIONAL WORLD（1974：英語版） ‥‥‥‥１０００円（160円）

※「深宇宙探訪記」は大幅に値下げ致しました。
以下オスカー・マゴッチ著、関英男先生監修
深宇宙探訪記（上）（1991：加速学園出版部） ‥‥‥‥‥‥１０００円（200円）
深宇宙探訪記（中）（1992：加速学園出版部） ‥‥‥‥‥‥１０００円（200円）
深宇宙探訪記（下）（1992：加速学園出版部） ‥‥‥‥‥‥１０００円（200円）
オスカー・マゴッチ氏の講演（2h40m） ‥‥‥‥‥‥‥‥２５００円（160円）
ティモシー・ワイリー氏の講演（2h45m） ‥‥‥‥‥‥‥２５００円（160円）
※上記２講演は日本語逐次通訳付きで、USBメモリー（MP4ファイル）でお送り
　致します。（Windows パソコンで視聴できます。）

お問合せ、御注文は先に下記の E-mail、またはFAX宛にお願い致します。
その際、書籍名と送り先の郵便番号、住所、氏名、電話番号もご記入願います。
ご返事で送料を含めた代金やお振り込み方法等のご連絡を致します。

※正式な御注文から２週間以内に発送致します。
※１種類で沢山の部数を御注文の場合は、事前に在庫を下記のE-mailまたはFAX
　で確認して頂いてから、お願い致します。（在庫が少ない書籍は一人１冊までと
　させていただきます。）
※以上の書籍は今後増刷がありませんので、在庫が無くなりましたら、ご容赦
　願います。

<お問い合わせ>
　日本サイ科学会事務局　E-mail  office21@psij.mail-box.ne.jp
　　　　　　　　　　　　FAX 047 -330 -4091
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［2］ 生物の進化
生物の進化の様子も連続的なものではない

らしい。生物は、ある重要な分岐点で結果的
に環境に適応した進化の戦略を見出します。
そして、その方向にそって進化を続け、やが
てある矛盾点に達し袋小路の状態になりま
す。この進化の迷路に陥ったものは、運が悪
ければ滅び、運がよければそのままの低迷し
た状態で何とか生き延びます。しかし一部
は、この進化の迷路から脱出するために'幼
形進化'と呼ばれる特殊な戦略、すなわち今
までの進化のルートを遡って過去の分岐点に
戻りそこから新しい進化を始めるという対応
をとります。

 具体的には、迷路に陥った不都合な成熟し
た体になる前の幼い段階で成熟を止め、途中
の未熟のまま新しい進化の道をとり始めるの
です。脊椎動物も、ウニやナマコの棘皮動物
が幼形進化したものと言われています。

以上の2つの例が示す袋小路への対応の特
徴は、今の状態を敢えて離れて、一部を残し
つつ前にさかのぼることのように見えます。
そしてその遡った地点で、新しい道を模索し
ています。これより、2つのことを教訓とし
て汲み取ることができます。

袋小路への対応の特徴
　　＊今の常識を捨てる
　　＊捜す道は不連続

この教訓は袋小路への対応に当たり、重要な
指針として役立つものと思われます。我々は前
例に従うのが習い性となっているのですから。
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るいはむしろ状態を悪化させる）ことを象徴
的に視覚化したものです。

つい最近、世界はコロナのパンデミックと
いう大混乱を経験しました。日本ではコロナ
の蔓延を機に、それまでなぜか抑えられてい
たIT技術の普及が急速に進んでいます。こ
のITは、これまで物事を行うのに当然であ
った時と所の制約を取り除いてしまいまし
た。情報の交換のために集まる必要がなくな
ったのです。これは、会議のためにひととこ
ろに集まるというこれまでの文化の基本を変
えてしまいました。加えてITは、これまで
人間のみができると信じられていた判断とい
う作業にも進出してきました。

AI技術は人が定常的に行う判断作業を人
よりも正確に行うようです。コロナ自体の社
会に及ぼす影響は、現在は甚大ではあります
が、数年たてば収まるでしょう。しかし、コ
ロナが揺り動かしたIT技術の影響は社会の
あらゆる範囲にわたって働き続けるものと思
われます。

また、環境問題も非常に深刻です。気候も
平均気温が顕著に上がってきたということで
す。実感的にも気象が激しくなり、何十年に一
度というレベルの大雨大風が毎年続いていま
す。人間の自然に対する向かい方は、今まで
の対抗から調和・共生に大転換を迫られます。

これらの意味するところは、技術的にも環
境的にも未曽有の激変がまさに同時に起こり
つつあるということです。その対応に試行錯
誤の試練は避けられないところでしょうが、
過去より多少でも教訓を得たい。そのように
思いを巡らせて、科学史の進歩と生物の進化
という2つの異なった事柄の中に、袋小路を
抜け出るための対処のヒントを見つけました。

袋小路への対処の2例
［1］ 科学史

我々は科学の進歩発展は、前の成果に少し
ずつ新しいものを積み重ねながら行われると
いう直線的なイメージを描きがちです。事実
はそうでないのです。科学史を学べばつぎの
ようなことが分かります。

科学の発展は多くの研究者の努力の集積に
よります。したがって、知識の集積の流れで
ある科学史は、連続的に記述できるものであ
ろうと推察したくなります。ところが、事実
はそうでないのです。科学史は、革命的な科
学の発展の流れが不連続であることを示して
います。

プトレマイオスは、天動説の大建築を構築
しました。コペルニクスは、この大建築の上
には立たず、もっと遡ってアリスタルコスの
地動説まで戻って仕事を始めました。そし
て、惑星は太陽を中心とする円軌道を辿って
運動するものとしました。

ケプラーもコペルニクスの建物をそのまま
受け継いだのではなく、周転円による構造部
分を取り除き、その上に自分の仕事を始めま
した。ケプラーは、チコ・ブラーユの比較的
正確な観測データを利用して、惑星の運動が
円ではなく楕円であることの3法則を発見し
ました。そして、惑星の軌道は正多面体に内
接するとの形而上の影響を受けた確信に基づ
いて、壮大な宇宙論を構築しました。

ニュートンは、ガリレイの'自由落下の法
則'は採用したが、その天文学は採用しませ
んでした。

このように、科学における革命の歴史は、
袋小路の状態で低迷している前人の築いた構
築物をそのままそっくり受け継いで進むので
はなく、昔にさかのぼり新しい分岐点を見つ
け、そこから始めているのです。
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困ったら何とか工夫してそれを改善してい
くという行為でものごとは発展してきまし
た。我々は、進歩・発展は連続的でそれへの
対処は常に可能だと感じています。その改善
行為の成り立ちは、今の技術・社会環境が大
きくは変わらないという暗黙の前提で支えら
れています。そして、この前提が成り立つ場
合は、改善に向けた行為は有効に作用しま
す。背景である技術・社会環境の大変化は稀
にしか起きないので、改善行為は多くの場合
実際に役立ちます。

今、大きな技術的・社会的変動が起きて、
背景が右図で示す現在のAからBへと変わっ
たとします。従来の背景Aを想定した行動
への応答は背景の変化後は機能しなくなって
しまいました。曲線は、それぞれの背景の下
での行動への応答結果を表現するものです。

この場合、従来の背景Aを想定した従来
に準拠した行動（赤）では、背景がBに変わ
った後では行動をどのようにしても変動前の
背景Aで得られたような結果は望めないの
です。背景の変化を意識して行動領域自体を
変えない限り打つ手がないのです。このよう
な状態を袋小路といいます。

一般に組織はこの袋小路状態に入ってしま
うと、それに続く局面は次の3つがあり得ま
す。

（1） 背景の変化に対応できず、前と同じ行
動を繰り返し衰退する

（2） 特殊な狭い範囲に適応して、そこで生
き残る

（3） 勇気を奮って行動領域を変え、新しい
環境B に挑戦する

以下では、（3）の行動パターンを変える局
面での対応について考えることにしましょ
う。

次頁の図は、背景の激変の下での従来方式
（点線で示す）に沿った努力は効果がない（あ

袋小路を抜け出すには
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